
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算

Q　
水
洗
化
率
の
低
い
処
理

分
区
へ
の
対
応
は
。

🅰　
未
接
続
の
世
帯
等
に
通

知
や
戸
別
訪
問
等
を
行
い
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
。

狂
犬
病
予
防
注
射

Q　
28
年
度
の
犬
の
登
録
頭

数
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
頭
数
は
。

🅰　
登
録
頭
数
は
３
３
９
５

頭
、
予
防
注
射
の
接
種
頭
数

は
２
８
８
０
頭
。

東
浦
自
然
環
境　
　
　

学
習
の
森
の
Ｐ
Ｒ

Q　
東
浦
自
然
環
境
学
習
の

森
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め

の
Ｐ
Ｒ
は
。

🅰　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
。
基
本
計
画
の

見
直
し
と
と
も
に
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
１
５
０
０
部
作
成

し
た
。

地
域
で
介
護
予
防

Q　
健
康
福
祉
部
所
管
の
重

点
事
業
成
果
を
決
算
額
も
含

め
て
ど
う
評
価
し
た
か
。

🅰　
介
護
保
険
制
度
が
方
向

転
換
を
行
う
中
で
、
総
合
事

業
が
始
ま
り
、
皆
で
支
え
合

う
地
域
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
、
一
番
根
本
的
な
部
分
の

話
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

常任委員会
こんなことを聞きました

経済建設　
　  委員会

文教厚生　
　委員会

民
生
委
員
活
動

Q　
民
生
委
員
活
動
費
の
今

後
は
。

🅰　
活
動
費
用
額
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
に
伴
い
、
対
象

者
が
広
が
る
中
で
、
事
業
の

精
査
を
行
い
な
が
ら
検
討
を

し
て
い
く
。

東
浦
町
い
じ
め
防
止

基
本
方
針

Q　
教
育
費
に
お
け
る
業
務

改
善
点
は
。

🅰　
東
浦
町
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
を
定
め
、
東
浦
町
い

じ
め
問
題
対
策
委
員
会
お
よ

び
東
浦
町
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
条
例
を
制
定
し
た
。

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

Q　
総
務
部
の
重
点
的
な
取

り
組
み
と
成
果
は
。

🅰　
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
を
図
る
た
め
、
西
部
防
災

倉
庫
の
建
設
、
役
場
東
の
防

災
倉
庫
設
計
等
を
行
い
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

地
方
創
生
の
交
付
金
で
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。

東
浦
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

Q　
保
育
士
で
、
正
規
職
員

の
代
わ
り
に
非
常
勤
職
員
で

の
対
応
は
可
能
か
。

🅰　
有
資
格
の
非
常
勤
職
員

で
も
対
応
は
可
能
だ
が
、
０

～
２
歳
児
の
心
の
安
定
の
た

め
に
担
任
を
固
定
し
、
正
規

職
員
を
担
任
に
配
置
し
た
い
。

Q　
子
ど
も
の
数
が
減
少
す

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
保
育
士

定
数
を
増
員
す
る
理
由
は
。

🅰　
保
育
士
の
配
置
基
準
は
、

０
歳
児
で
３
人
に
１
人
、
２

歳
児
ま
で
は
６
人
に
１
人
等
、

低
年
齢
は
配
置
人
員
が
多
く

な
る
た
め
、
乳
児
ク
ラ
ス
が

増
え
る
と
保
育
士
が
多
数
必

要
と
な
る
。

▶
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が

　
確
認
で
き
る
電
光
掲
示
板 総務委員会
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28
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
１
５
１
億

４
０
８
４
万
円
余
（
対
前
年
度
比
３
・
１
％
増
）、
歳

出
総
額
１
４
５
億
９
９
７
３
万
円
余
（
対
前
年
度
比

５
・
０
％
増
）
で
、
実
質
収
支
は
、
５
億
１
３
９
９

万
円
余
の
黒
字
で
あ
り
、
予
算
の
ね
ら
い
通
り
に
事

業
が
遂
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　

歳
出
の
う
ち
、
民
生
費
57
億
円
余
（
対
前
年
度
比

10
・
３
％
増
）
は
、
高
齢
化
社
会
や
住
民
福
祉
強
化

の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
へ
の
施
策
で
、
保
護
者
か
ら
子

ど
も
本
人
へ
の
応
援
策
へ
転
換
し
た
。
新
し
い
視
点

で
の
施
策
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

28
年
度
決
算
は
歳
入
総
額
１
５
１
億
４
０
８
４
万

円
余
、
歳
出
総
額
１
４
５
億
９
９
７
３
万
円
余
で
、

形
式
収
支
（
歳
入
歳
出
差
引
額
）
は
５
億
４
１
１
０

万
円
余
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
繰
越

財
源
と
し
て
、
緒
川
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
天
井
等

改
修
事
業
費
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修

事
業
費
、
町
道
西
平
地
西
之
宮
線
整
備
事
業
費
、
都

市
計
画
道
路
緒
川
南
北
線
整
備
事
業
費
等
、
限
ら
れ

た
財
源
で
、
最
大
効
果
発
揮
の
事
業
展
開
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
細
か
な
項
目
に
つ
い
て
も
、
町
職
員

の
努
力
で
町
財
政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
、
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

28
年
度
の
実
質
収
支
は
５
億
１
３
９
９
万
円
余
の
黒
字

と
な
り
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
10
億
５
８

８
２
万
円
余
の
黒
字
で
、
財
政
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

各
施
策
で
は
、
高
齢
者
い
き
い
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、
４

年
生
ま
で
拡
大
の
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
、
絵
本
を
贈
呈
す
る
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
西
部
防
災
倉
庫
、
豆
搗
橋
歩
道
橋

等
の
道
路
改
良
事
業
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
等
、「
第
５
次
東
浦
町
総
合
計
画
」
に
沿
い
、
目
標
達

成
に
努
め
ら
れ
、
我
が
党
の
予
算
要
望
が
実
現
・
推
進
さ
れ
、

高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
、
多
様
性
を
持
つ
共
生
社
会
を
作
っ
て
い
く
仕
組
み

や
女
性
が
働
き
続
け
活
躍
で
き
る
子
育
て
支
援
等
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

財
政
状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
堅
実
な
経
営
。
将
来
に

向
け
、
目
的
別
基
金
の
必
要
性
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
来

る
べ
き
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
で
財
政

が
短
期
に
集
中
し
て
打
撃
を
受
け
な
い
よ
う
準
備
が
い
る
。

　

自
治
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
遅
れ
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
今
後
も

丁
寧
に
進
め
ら
れ
た
い
。

　

保
育
に
お
い
て
は
、
行
政
と
民
間
と
が
と
も
に
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
動
き
が
で
き
た
こ
と
が
実
績
に
現
れ
た
。

　

め
ざ
す
町
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、
自
立
・
自
治
の
視
点

は
外
せ
な
い
。個
人
・
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
ど
れ
だ
け
か
、

行
政
の
手
を
入
れ
る
必
要
は
ど
こ
か
ら
か
、
今
後
も
多
様

な
声
を
聴
き
、
冷
静
に
見
極
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予

算
と
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
町
民
税
が
前
年
比
３
２
５
万
円
減
収
、
法

人
税
は
２
０
５
９
万
円
の
増
収
。
法
人
税
率
９
・
７
％
を
制
限

税
率
12
・
１
％
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

歳
出
で
は
、
職
員
の
正
規
と
非
正
規
で
賃
金
格
差
が
開
き
、

保
育
士
で
は
約
１
０
０
万
円
の
差
が
あ
る
。
同
一
労
働
同
一
賃
金

を
求
め
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
人
口
に
対
し
１
割
に
満
た
な
い
２

５
２
７
枚
の
普
及
状
況
。
そ
こ
へ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策

に
３
９
８
３
万
円
を
か
け
、
貴
重
な
税
金
を
使
う
こ
と
が
住
民

福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
見
え
て
こ
な
い
。

　

そ
し
て
、
歳
出
全
体
で
予
算
を
使
い
切
ら
な
い
節
約
志
向
は
、

住
民
が
要
望
を
し
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
。「
予
算
が
な
い
」
で

は
な
く
現
場
実
態
の
理
解
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
他
９
点
を

指
摘
。

28
年
度
一
般
会
計
決
算

至
誠
会 

向
山
恭
憲 

議
員

清
流
会 

三
浦
雄
二 

議
員

公
明
党
東
浦 

米
村
佳
代
子 

議
員

無
所
属 

成
瀬
多
可
子 

議
員

福
祉
施
策
拡
充
で
少
子
高
齢
化
・

住
民
福
祉
強
化
に
対
応

黒
字
決
算　

評
価
す
る

女
性
が
活
躍
で
き
る
子
育
て
支
援
の
ま
ち
に

将
来
に
向
け
目
的
別
基
金
を

「
予
算
が
な
い
」
で
は
な
く
実
態
の
理
解
に
努
め
よ

日
本
共
産
党
東
浦
町
会
議
員
団 

杉
下
久
仁
子 

議
員

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

※
要
約
し
て
あ
り
ま
す
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目
的

　

住
民
の
信
頼
に
応
え
、
活
力
あ
ふ

れ
る
議
会
活
動
を
実
践
し
て
い
く
た

め
、
議
事
機
関
と
し
て
の
あ
り
方
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
す
る
。

構
成

　

定
数　

15
人

　

委
員
長　
　

田
﨑　

守
人

　

副
委
員
長　

小
松
原
英
治

※�

29
年
９
月
26
日
に
第
１
回
の
委
員

会
を
開
催

　

北
朝
鮮
は
29
年
８
月
29
日
お
よ
び

９
月
15
日
に
、
日
本
上
空
を
通
過
す

る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
９
月

３
日
に
過
去
最
大
規
模
の
核
実
験
を

実
施
し
た
。

　

非
核
・
平
和
を
宣
言
し
、
非
核
と

世
界
の
恒
久
平
和
を
望
む
東
浦
町
議

会
と
し
て
は
、
町
民
の
生
活
の
安
全

と
安
心
を
守
る
立
場
か
ら
、
北
朝
鮮

の
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
お

よ
び
核
実
験
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
暴
挙
が
決
し

て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

強
く
求
め
る
。

決 ま り ま し た !  主 な 議 案
平成29年第３回東浦町議会定例会　議員別審議結果一覧表

議案
番号等

　　　議案名

　　　　

　議員名 至誠会 清流会
公明党

東浦

日本共産党
東浦町会
議員団

幸
福
実
現
党

ク
ラ
ブ

高
志
会

無
所
属

無
所
属

議決結果山
下
享
司

向
山
恭
憲

水
野
久
子

長
屋
知
里

小
松
原
英
治

三
浦
雄
二

前
田
明
弘

西
尾
弘
道

米
村
佳
代
子

秋
葉
富
士
子

平
林
良
一

杉
下
久
仁
子

原
田
悦
子

田
﨑
守
人

小
田
清
貢

成
瀬
多
可
子

同意 20 教育委員会委員の選任について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告７ 損害賠償の額の決定及び和解について
報告８ 28 年度東浦町健全化判断比率及び資金不足比率について
承認６ 29年度東浦町一般会計補正予算（第２号）の専決処分の承認を求めることについて 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認（全員賛成）

認定１ 28 年度東浦町一般会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 認定（賛成多数）

認定２ 28 年度東浦町国民健康保険事業特別会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 認定（賛成多数）

認定３ 28 年度東浦町土地取得特別会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定（全員賛成）

認定４ 28 年度東浦町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定（全員賛成）

認定５ 28 年度東浦町下水道事業特別会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定（全員賛成）

認定６ 28 年度東浦町水道事業会計決算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定（全員賛成）

議案 23 東浦町職員定数条例の一部改正について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 24 東浦文化広場条例の一部改正について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 25 東浦町生きがい活動支援通所条例の廃止について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 26 29 年度東浦町一般会計補正予算（第３号） 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 27 29 年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 28 29 年度東浦町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

議案 29 町道路線の一部廃止について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

発議１ 議会のあり方検討特別委員会の設置について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（賛成多数）

発議２ 北朝鮮による弾道ミサイル発射及び核実験に抗議する決議 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

意見書
案３

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度
の堅持及び拡充を求める意見書 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

意見書
案４

道路整備予算の確保及び道路整備に係る補助率等のかさ
上げ措置の継続を求める意見書 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決（全員賛成）

― 議員派遣 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全員賛成）

【表の凡例】議は議長（採決に加わらない）、○は賛成議員、●は反対議員

平成29年９月26日採決（同意第20号、報告第７号および報告
第８号、承認第６号については、平成29年９月７日採決）
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子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、
機
会
均
等
に
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要

請
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
務
教
育
費
の

国
庫
負
担
率
は
引
き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
貴
職
に
お
い
て
は
、
30
年
度

の
政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
定
数
改

善
計
画
の
早
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定
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と
、
十
分

な
教
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れ
る
よ
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る
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道
路
事
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に
お
い
て
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「
道
路
整
備

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
交

付
金
事
業
の
補
助
率
等
が
か
さ
上
げ
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
29

年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お
り
、

30
年
度
か
ら
地
方
負
担
が
増
加
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
自
治
体
運
営
に
も
多
大

な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
今
後
も
道
路
整
備
を
着
実

に
推
進
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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議
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あ
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て
あ
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ま
す
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２
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